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概要　2015年3月にこの企画の話を頂き、同年10月26日（月）にコンサートが実現した。チューバ演奏とピ
アノ連弾、そして朗読に美術作品。非常に稀な組み合わせであるため、本番当日に至るまで、何度も検討し
ながら準備を進めた。本報告では、コンサートまでの経緯と、主催者側、演奏者側それぞれが取り組んだ内
容について述べる。
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１．石川県立金沢向陽高等学校とその図書館について
　2015年3月14日の北陸新幹線開業に伴い、ＪＲか
ら経営分離された第３セクターの「ＩＲいしかわ鉄
道」が金沢～倶利伽羅間で開業し、１日あたり２万
人が利用する幹線区間となっている。　
　本校は、ＩＲ森本駅から歩いて20分、金沢市大場
町にある各学年4クラスの普通科単位制の高校であ
る。そして校舎3階の東側に面した明るい場所に図
書館がある。金沢の中心から離れており、近隣に市
立図書館などの公立図書館がないため、週１回金曜
日に図書館開放ということで地域の方にも開放して
いる（資料１、地域300世帯に年度当初に配布する
フライヤー）。
　生徒そして地域のみなさんに図書館を広く開放し
利用していただくことで、教養を深め、豊かで幸
せな人生を送っていただけるようにと願って活動し
ている。その結果表からもわかるとおり、ここ数年
利用者は増加傾向にあり、担当者としては喜ばしく
思っている（表１）。

表１

資料１
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２．図書館イベント
　このように、図書館の利用が増えている最大の要
因は、図書館司書と生徒図書委員を中心とした日々
の積極的な活動、つまり教員そして生徒、地域の方
の要望を取り入れた購入図書の選書、そしてその配
置や紹介の工夫等があるからだと考えているが、も
う一つがイベントである。読書会、図書館行事とい
う枠で年2回ずつ取り組んでおり、効果があると考
えている。その中から主な活動を紹介する。

（１）俳句講座と俳句コンテスト
　高校時代から俳句甲子園に参加し、大学でも俳諧
を研究した教員を講師に、俳句についての講義と同
時期に俳句のコンテストを行っている。これまで二
回の特選句を紹介すると、
　夏の句　　銀の水面見降ろす鳥よ夏の海
　冬の句　　這い上がる敗者の旅路冬の星
選者をうならせる作品が生徒から投稿されている。

（２）金沢方言詩の紹介と詩の朗読
　本校教員の同人である詩人を招いての朗読会
である（写真１、写真２）。
　地域のおばあちゃんの肉声のように孫のことを語
る方言詩に、「とても楽しかったです。子どもを育
てていたときを思い出して胸がいっぱいになりまし
た。」との感想も寄せられた。
　その他、紙芝居劇場や地方民放アナウンサーによ
るアナウンス講座も行ってきた。

３．図書館コンサート
　そのイベントの中でも特筆すべきは音楽コンサー
トである。図書館が音楽？という質問には以下のよ
うにお答えしている。
　近年の図書館は、図書の閲覧のみならずメディア
センターとしての役割も重要となっている。とはい
え本校図書館は現在、動画のライブラリーもPCによ
る蔵書検索、インターネットの閲覧もままならない
状態である。それゆえに、イベントにおいては読書会、
朗読会、ビブリオバトルなどの書籍だけを用いたも
のに限らず様々なことに取り組み、メディアを活用
することの大切さを伝えていきたいと考えている。
　イメージの広がりがある音楽は格好の材料であ
り、必ず図書館にある本と連携を取りながら（必要
ならば本を購入し）メディアミックス・ミックスカ
ルチャーで行っている。その中で以下の２点を紹介
する。

（１）ハープの演奏と詩の朗読（写真３）
　ハープをＢＧＭに詩を朗読した。

（２）二胡の演奏と中国絵本の紹介（写真４）
　二胡の演奏と交互に、図書館にある中国の絵本を
紹介した。

写真１

写真２

写真３

写真４
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４．主催者側から見る準備
　そして今回ご縁があって、宇都宮大学教育学部准
教授髙島章悟氏に演奏していただけることとなった。

（１）アイデアの変遷
　実施日の2015年10月26日に向けて年度当初から連
絡を取り合った。チューバのソロで『ピーターと狼』
などを演奏していただくというのはいかがか？とい
うところからスタートした。
　『ピーターと狼』より『動物の謝肉祭』の方がよい、
そしてソロではなくピアノ伴奏がある方がよいとい
うことになった。そして、生徒による詩の朗読との
コラボレーションがよいとなった。
　とても素晴らしい企画になりそうな予感がして、
こちらから、たくさんのお客様に来てほしい、のみ
ならずたくさんの生徒が参加者として関わる企画に
したいと提案した。髙島氏に了解いただき準備を始
めた。

（２）委員会、文化部生徒の参加
　以下のように、大変に充実した取り組みができ、
学校長より「このような機会を生徒に作れたという
意味でもとてもよかった。」と感想をいただいた。
①　朗読
　音楽に合わせて読まれる詩は、ＢＬ出版社の『動
物たちの謝肉祭』（ジェームズ・ベリーほか、図１）
が定番であるが、今回は本校教員が各動物の詩をひ
ろく検索，選定してくれた。それぞれ1分以内をメ
ドに抜粋して図書委員4名で朗読した。

②　生け花・イラスト
　各曲のイメージに合わせた装飾があるとおもしろ

いのではないかと考え、華道部、美術部顧問と相談
したところ、喜んで協力いただいた（写真５）。

③　取材
　本校には新聞部はないが写真部があるので、コン
サートの様子を取材してもらった。準備が整い、い
よいよ本番である。

５．演奏者側から見る準備 
　前に述べられているように、主催者側から『ピー
ターと狼』という提案がなされた。この楽曲につい
て髙島の視点で考えると、次の３つが問題となった。

①　図書館の空間で演奏可能な楽器編成であるか　
②　学校のピアノを使用すること
③　編曲にかかる期間

　セルゲイ・プロコフィエフ作曲：子どものための
交響的物語『ピーターと狼』作品67はナレーター
と小編成のオーケストラのために書かれており、今
日、小学校の鑑賞教室、子ども向けのファミリーコ
ンサート、授業の鑑賞教材など幅広い分野で取り入
れられている作品の一つである。楽器編成は以下の
通りである。

フルート１、オーボエ、クラリネット１、ファゴッ
ト１、ホルン３、トランペット１、トロンボーン１、
ティンパニ、トライアングル、タンブリン、シンバ
ル、カスタネット、スネアドラム、バスドラム、第
１ヴァイオリン、第２ヴァイオリン、ヴィオラ、チェ
ロ、コントラバス

　　　図１　動物たちの謝肉祭

写真５　華道部及び美術部（写真左から、ライオン、
亀、象のイラスト、水族館）の作品



－ 226 －

　髙島は、①に関しては観客を入れてのこの編成は
空間の許容範囲を超えていると判断した。②及び③
に関してはオーケストラの編成ゆえに楽器の使用が
多様であるため、編曲に膨大な時間を要することが
見込まれた。本番当日までの期間を考慮し、今回の
コンサートには適さないと判断した。
　そこで、『ピーターと狼』のように朗読を交えた
鑑賞教材として馴染みがあり、より室内楽の編成に
近いことを条件とする楽曲を検索したところ、『動
物の謝肉祭』に辿り着くことができた。

　カミーユ・サン＝サーンス作曲：組曲『動物の謝
肉祭』は全14曲からなっており、楽器編成は以下の
通りである。

フルート（終曲でピッコロに持ち替え）１、クラリ
ネット１、グラスハーモニカ（稀少楽器であるため、
グロッケンシュピールやチェレスタで代用させるこ
とが多い）、シロフォン、ピアノ２、ヴァイオリン２、
ヴィオラ、チェロ、コントラバス

　更に、全14曲におけるそれぞれの編成は以下のよ
うになっている。

第１曲「序奏とライオンの王の行進」：ピアノ２、ヴァ
イオリン２、ヴィオラ、チェロ、コントラバス
第２曲「めんどりとおんどり」：クラリネット、ピ
アノ２、ヴァイオリン２、ヴィオラ
第３曲「ろば」：ピアノ２
第４曲「かめ」：ピアノ、ヴァイオリン、ヴィオラ、
チェロ、コントラバス
第５曲「ぞう」：コントラバス、ピアノ
第６曲「カンガルー」：ピアノ２
第７曲「水族館」：フルート、グラスハーモニカ、
ピアノ２、ヴァイオリン２、ヴィオラ、チェロ
第８曲「耳の長い登場人物」：ヴァイオリン２
第９曲「森の奥に住むカッコウ」：クラリネット、
ピアノ２
第10曲「大きな鳥籠」：フルート、ピアノ２、ヴァ
イオリン２、ヴィオラ、チェロ、コントラバス
第11曲「ピアニスト」：ピアノ２、ヴァイオリン２、
ヴィオラ、チェロ、コントラバス
第12曲「化石」：ピアノ２、クラリネット、シロフォン、
ヴァイオリン２、ヴィオラ、チェロ、コントラバス

第13曲「白鳥」：チェロ、ピアノ２
第14曲「終曲」：ピッコロ、クラリネット、グラスハー
モニカ、シロフォン、ピアノ2, ヴァイオリン2, ヴィ
オラ、チェロ、コントラバス

　第８曲においてヴァイオリンのみで演奏される以
外はすべてピアノが入っており、楽譜を見てみると
ピアノが曲の伴奏的要素を担い、その他の単音楽器
が旋律を中心とした動きとなっている。そこで、２
人のピアノ連弾（１台のピアノを２人で演奏）と
チューバの編曲に着手することとした。尚、実際に
編曲、演奏された楽譜は次稿に譲る。
　最後に演奏者の手配である。今回は２人のピアニ
ストが必要であった。通常（チューバとピアノ）の
練習とは違い、チューバと合わせる前に、連弾の練
習に時間を要することから、高等学校が所在する
石川県在住のピアニスト２名に依頼することとし
た。以前小学校の出前授業にて伴奏をしていただい
た澤田加能子さんと、澤田さんよりご紹介いただい
た徳力清香さんにお願いし、連弾による合わせの後
チューバと合わせ、当日を迎えることとなる。
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